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床外科学会雑誌 68：増刊号，436．

33 中房祐司，與田幸恵，下西智徳，濱本隆浩，宮﨑耕治：神経内分泌腫瘍像を伴う乳癌の２例．第15



回日本乳癌学会学術集会．2007，６，29-30．プログラム・抄録集 512．

34 中村 淳，北島吉彦，平木将紹，橋口和義，光野真由美，神谷尚彦，宮﨑耕治：胆道癌細胞株にお

けるイニマチブを用いた分子標的治療の可能性．第18回日本消化器癌発生学会総会．2007，11，８

-９．プログラム・抄録集 112．

35 中村 淳，神谷尚彦，橋口和義，光野真由美，大高和真，北島吉彦，宮﨑耕治：Gemcitabineに対

する感受性マーカーの検討．第66回日本癌学会学術総会．2007，10，３-５．PROCEEDINGS 519.

36 中村 淳，神谷尚彦，橋口和義，光野真由美，大高和真，北島吉彦，宮﨑耕治：胆道癌細胞株を用

いた Gemcitabineに対する感受性マーカーの検討．第49回日本消化器病学会大会．2007，10，

18-21．日本消化器病学会雑誌 104：臨時増刊号，A715．

37 大高和真，神谷尚彦，佐藤 建，井手貴雄，光野真由美，宮﨑耕治：胆道癌におけるMGMTの発

現と新規経口アルキル化剤 Temozolomide（TMZ）に対する感受性の検討．第107回日本外科学会

定期学術集会．2007，４，11-13．日本外科学会雑誌 108：臨時増刊号２，299．

38 大高和真，神谷尚彦，佐藤 建，北島吉彦，橋口和義，井手貴雄，光野真由美，中村 淳，宮﨑耕

治：胆道癌に対する RRM1発現状況と Gemcitabineに対する感受性の検討．第40回制癌剤研究会．

2007，２，16．第40回制癌剤研究会プログラム及び抄録集 42．

39 大塚隆生，神谷尚彦，三好 篤，高橋知秀，宮﨑耕治：胆管分流術後の肝手術時感染性合併症．第

19回日本肝胆膵外科学会・学術集会．2007，６，６-８．第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会プロ

グラム・抄録集 183．

40 大塚隆生，佐藤英俊，神谷尚彦，高橋知秀，中房祐司，宮﨑耕治：当院での進行再発膵癌に対する

外来化学緩和療法の現況：緩和医療チーム介入による効果．第62回日本消化器外科学会定期学術総

会．2007，７，18-20．日本消化器外科学会雑誌 40：７，390．

41 佐藤清治，田中雅之，林真一郎，末岡栄三郎，中房祐司，土肥佐和子，持永早希子：統括する臨床

腫瘍講座のない施設での外来化学療法室運営の問題点．第45回日本癌治療学会総会．2007，10，

24-26．日本癌治療学会誌 42：１，78．

42 佐藤清治，田中雅之，平木将紹，與田幸恵，松山 悟，徳丸直郎，宮﨑耕治：２度の治療方針に難

渋し，炎症性仮性動脈瘤破裂をきたした一例．第61回日本食道学会学術集会．2007，６，21-22．プ

ログラム・抄録集 131．

43 佐藤清治，田中雅之，松永 尚，土肥佐和子，北島吉彦，中房祐司，宮﨑耕治：佐賀大学附属病院

における胃癌外来化学療法の現状．第79回日本胃癌学会総会．2007，3，１-３．第79回日本胃癌学

会総会記事 179．

44 佐藤清治，田中雅之，大塚隆生，北島吉彦，安井隆晴，中房祐司，宮﨑耕治：進行・再発胃癌に対

する 2nd lineとしての Paclitaxel療法の検討．第79回日本胃癌学会総会．2007，３，１-３．第79

回日本胃癌学会総会記事 183．

45 高橋知秀，神谷尚彦，久保 洋，古川浩二郎，宮﨑耕治：十二指腸癌に合併した上腸間膜動脈狭窄

に対する血行再建術．第19回日本肝胆膵外科学会・学術集会．2007，６，６-８．第19回日本肝胆膵

外科学会・学術集会プログラム・抄録集 147．

46 高橋知秀，大塚隆生，神谷尚彦，久保 洋，土井一義，古川浩二郎，佐藤清治，宮﨑耕治：消化器

癌に合併した上腸間膜動脈狭窄に対する血行再建術．第69回日本臨床外科学会総会．2007，11，

29-12，１．日本臨床外科学会雑誌 68：増刊号，609．



47 田中雅之，佐藤清治，北島吉彦，中房祐司，宮﨑耕治：高度進行胃癌に対する Paclitaxel/S-1併用

化学療法．第79回日本胃癌学会総会．2007，３，１-３．第79回日本胃癌学会総会記事 181．

48 田中雅之，佐藤清治，徳丸直郎，平木将紹，北島吉彦，中房祐司，宮﨑耕治：食道癌放射線治療の

晩期障害による胸水，心嚢水貯留発生とその対策．第61回日本食道学会学術集会．2007，６，

21-22．プログラム・抄録集 196．

49 田中雅之，佐藤清治，徳丸直郎，北島吉彦，中房祐司，宮﨑耕治：食道癌放射線治療後の晩期障害

による胸水，心嚢水貯留の検討．第107回日本外科学会定期学術集会．2007，４，11-13．日本外科

学会雑誌 108：臨時増刊号２，193．

50 矢ヶ部伸也，副島英伸，宮﨑耕治，向井常博：MeCP2による多面的遺伝子発現抑制．第66回日本癌

学会学術総会．2007，10，３-５．PROCEEDINGS 267.

51 安井隆晴，三好 篤，野尻淳一，松本幸一，佐藤清治，北島吉彦，中房祐司，宮﨑耕治：発症早期

に血栓溶解療法を行い救命しえた急性上腸間膜道脈血栓症の１例．第43回日本腹部救急医学会総会．

2007，３，８-９．日本腹部救急医学会雑誌 27：２，408．

地方規模の学会

1 秋山 巧，江口有一郎，岩根紳治，有尾啓介，安武 努，水田敏彦，佐藤清治：手術前の急激な食

事摂取過多によって非アルコール性脂肪性肝炎を発症した１例．第32回九州代謝・栄養研究会．

2007，３，10．第32回九州代謝・栄養研究会プログラム 18．

2 林 章浩，前間真弓，福山 恵，田中雅之，佐藤清治，水田敏彦，川崎誠司，江口由美子，西久保

ますみ，今福ひとみ，阿部博美：低リン血症の補正に難渋した高度進行胃癌の一例．第13回福岡佐

賀静脈経腸栄養研究会．2007，６，23．

3 久保 洋，三好 篤，甲斐敬太，高橋知秀，大塚隆生，神谷尚彦，宮﨑耕治：Budd-Chiari症候群

に合併した肝細胞癌の一例．第29回九州肝臓外科研究会．2007，７，28．抄録集 37．

4 久保 洋，田中雅之，北島吉彦，佐藤清治，中房祐司，宮﨑耕治：短期間に再発を来した胆石イレ

ウスの一例．第44回九州外科学会．2007，３，22-23．合同プログラム・抄録集 86．

5 三宅修輔，平木将紹，大塚隆生，甲斐敬太，森 大輔，北島吉彦，佐藤清治，中房祐司，宮﨑耕治：

同時性多発小腸 GISTの一例．第89回日本消化器病学会九州支部例会．2007，６，８-９．プログラ

ム・抄録集 90．

6 三好 篤，高橋知秀，森松克哉，大塚隆生，神谷尚彦，宮﨑耕治：3D CT simulationを用いた解剖

学的肝切除の有用性．第29回九州肝臓外科研究会．2007，７，28．抄録集 14．

7 森戸清人，平木将紹，田中雅之，佐藤清治，甲斐敬太，北島吉彦，中房祐司，宮﨑耕治：化学放射

線療法が奏功した食道原発小細胞癌の一例．第89回日本消化器病学会九州支部例会．2007，６，８

-９．プログラム・抄録集 102．

8 森松克哉，三好 篤，甲斐敬太，高橋知秀，大塚隆生，神谷尚彦，宮﨑耕治：診断が困難であった

肝嚢胞性腫瘍の一例．第29回九州肝臓外科研究会．2007，７，28．抄録集 34．

9 中房祐司，大塚隆生，三好 篤，田中雅之，神谷尚彦，北島吉彦，佐藤清治，宮﨑耕治：当施設に

おける内括約筋切除（ISR）を伴う超低位前方切除術の経験．第32回日本大腸肛門病学会九州地方

会．2007，11，17．プログラム・抄録集 39．

10 佐藤清治：講演：ここまできた〝お腹のがん治療"④抗がん剤の進歩と問題点．第51回市民公開講

座（日本消化器病学会九州支部）．2007，３，11．



11 與田幸恵：乳癌胃転移の一例．第４回日本乳癌学会九州地方会．2007，３，３．

12 與田幸恵，大塚隆生，甲斐敬太，三好 篤，神谷尚彦，高橋知秀，北島吉彦，佐藤清治，中房祐司，

宮﨑耕治：十二指腸乳頭部カルチノイドの一例．第44回九州外科学会．2007，３，22-23．合同プロ

グラム・抄録集 58．

その他の学会等

1 平木将紹：TS-1/CDDP併用療法が著効した食道原発小細胞癌の一例．第20回佐賀消化器外科アー

ベント．2007，２，21．

2 神谷尚彦：MDCTによる 3D再構築を利用した関門部胆管癌に対する肝左葉切除＋尾状葉全切除

の１例．第22回佐賀外科手術手技懇話会．2007，１，17．

3 三宅修輔：肝および皮膚転移を来たした胃malignant GISTの１切除例．第20回佐賀消化器外科

アーベント．2007，２，21．

4 三宅修輔，大塚隆生，神谷尚彦，高橋知秀，宮﨑耕治：術前診断に苦慮した膵腫瘍の一例．第27回

佐賀県消化器癌懇話会．2007，６，18．

5 宮﨑耕治：特別講演： 胆嚢癌の治療戦略―臨床と研究から―．第12回外科病態治療研究会．2007，

11，16．

6 宮﨑耕治：特別講演： 消化器癌・治療のバランス．香川術後管理談話会．2007，３，17．

7 森松克哉：膵多房性のう胞病変の１切除例．第15回21世紀外科セミナー．2007，７，19．

8 森松克哉，三好 篤，大塚隆生，神谷尚彦，高橋知秀，宮﨑耕治：膵嚢胞性腫瘍の一切除例．第27

回佐賀県消化器癌懇話会．2007，６，18．

9 森松克哉，三好 篤，甲斐敬太，高橋知秀，大塚隆生，神谷尚彦，宮﨑耕治：診断が困難であった

肝嚢胞性腫瘤の一例．第47回佐賀胆・膵研究会．2007，６，25．

10 森戸清人：3D-CTシュミレーション後に根治術を行った難治性小腸瘻の１例．第21回佐賀消化器

外科アーベント．2007，９，20．

11 大塚隆生：講演：総胆管結石症の治療方針．第１回佐賀地域連携懇話会．2007，６，15．

12 大塚隆生：膵癌に対する Gemcitabine/TS-1併用療法の検討．第６回佐賀消化器癌化学療法カン

ファランス．2007，４，26．

13 佐藤清治：２群郭清を伴う胃全摘術．第23回佐賀手術手技懇話会．2007，７，25．

14 佐藤清治：入院患者における栄養管理のピットフォール．第108回川副アーヴェント．2007，７，

19．

15 佐藤清治：講演：胃癌化学療法の現状．長崎県央地区胃がんセミナー．2007，５，25．

16 佐藤清治：講演：外科領域における栄養管理とＮＳＴ．佐賀県臨床外科医会講演会．2007，４，28．

17 田中雅之：栄養管理の実際．第１回佐賀地域連携懇話会．2007，６，15．



研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 宮﨑 耕治 科学研究費補助 平成19年度萌

芽研究

胆汁中 DNAメチル化プロファイルに

よる早期胆嚢癌診断法の開発

300

助 教 大塚 隆生 科学研究費補助 平成19年度若

手研究

膵癌治療における癌抑制遺伝子ASC

の役割

2,400

客員研

究 員

佐藤 建 科学研究費補助 平成19年度若

手研究

胆道癌における感受性マーカーに基づ

く GEM＋TS-１併用療法の個別化に

向けた研究

3,000

教 授

大学院生

宮﨑 耕治

橋口 和義

平成19年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成支援事業

【臨床分野】

胆道癌に対する切除後補助化学療法の

合理的選択の確立（代表：宮﨑 耕治）

1,000

助 教

大学院生

神谷 尚彦

中村 淳

平成19年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成支援事業

【臨床分野】

胆道癌に対するメチル化遺伝子プロ

ファイルを用いたアレイ解析による診

断法の確立（代表：神谷 尚彦）

700

学術（学会）賞

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

大学院生

講 師

古賀 靖大

北島 吉彦

日本消化器病学会奨励賞

（平成18年研究業績年報21号に掲載）

The significance of aberrant CHFR methylation
 

for clinical response to microtubule inhibitors in
 

gastric cancer.（筆頭：古賀 靖大）

大学院生 井手 貴雄 平成19年度大学院医学系研究科優秀論

文賞 優秀論文奨励賞

Tumor-stromal cell interaction under hypoxia
 

increases the invasivenedd of pancreatic cancer
 

cells through the hepatocyte growth fctor/c-Met
 

pathway.




